
平成２１年度再評価委員会

路線名：一般国道３２３号（富士バイパス）

事業名：道路改良事業

事業地：佐賀市富士町

（再評価実施後５年が経過）



一般国道３２３号

富士バイパス
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事業目的
嘉瀬川ダムの付替道路

郵便局付近 古湯橋付近

幅員を確保、危険な状況を解消幅員を確保、危険な状況を解消

バイパス（歩道を含む）整備によりバイパス（歩道を含む）整備により

幅員狭小で危険 幅員狭小で危険



事業概要
全体事業費：約２７３億円（内県負担額約５５億円）

工 期：平成７年度～平成２３年度（予定）

全体延長：Ｌ＝９，４６０ｍ

事業内容：改良工 Ｌ＝９，４６０ｍ

用地買収 ３７１，０７０㎡

家屋補償 ４５戸

平成２０

年度まで

平成２１

年度

平成２２

年度以降

事業費（億円） ２５１．２ ６．２ １５．６

進捗率（％） ９２．０ ９４．３ １００

用地進捗率（％） ９６．９ ９９．２ １００
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整備状況

天河大橋付近供用状況 古湯温泉トンネル



事業を巡る社会経済情勢等の変化

• 交通量が増加傾向にある。
H  6交通量 3,159台/日
H  9交通量 3,584台/日
H11交通量 3,425台/日
H17交通量 3,821台/日

• H20年8月に国道263号三瀬トンネル有料道路
ループ橋が開通したことを契機に、沿線地域の
観光振興を図るための地域活動が、より活発に
なっている。



費用便益分析

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ １．３

【便益】

走行時間短縮便益 ＝ ３５０．４億円

走行経費縮小便益 ＝ ５３．０億円

交通事故減少便益 ＝ ７．１億円

合 計 ４１０．５億円

【費用】

事 業 費 ＝ ３２０．６億円

維 持 管 理 費 ＝ ６．４億円

合 計 ３２７．０億円



コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）

• 計画的な施工管理を行い、発生する残土の有効活
用を図る。

• 再生資材の利用促進を行っている。

（代替案の検討）

・特に無し



対応方針（事業課案）

• 当初より、本事業の必要性・重要性は変わら
ない。

• 地域の振興にも大きく寄与するものであるこ
とから事業を継続したい。


